
 平 成 １ ８ 年 度  第 ２ 回

工 事 担 任 者 試 験 問 題
 資

格 Ａ Ｉ 第 １ 種 
 

注  意  事  項  

１  試験開始時刻        ９時３０分 

２  試験科目数別終了時刻 

 科 目 数 １  科  目 ２  科  目 ３  科  目 

 終 了 時 刻 １ ０ 時 １ ０ 分 １ ０ 時 ５ ０ 分 １ １ 時 ３ ０ 分 

３  試験科目別の問題数(解答数)及び試験問題ページ 

  問 題 数 ( 解 答 数 )  試 験 問 題 

 
科       目 

第 １ 問 第 ２ 問 第 ３ 問 第 ４ 問 第 ５ 問 ペ ー ジ 

 電 気 通 信 技 術 の基 礎 ４ ５ ４ ４ ５ G － 1 ～ 6

 端末設備の接続のための技術及び理論 ５ ５ ５ ５ ５ G － 7 ～ 11

 端末設備の接続に関する法規 ５ ５ ５ ５ ５ G － 12 ～ 16

４  受験番号等の記入とマークの仕方 

(１)  マークシート（解答用紙）にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。 

(２)  受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。 

(３)  生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１けたの数字がある場合、十の位のけたの「０」もマークしてく

ださい。 

[記入例]  受験番号  ０１G９２１１２３４               生年月日  昭和５０年３月１日 

受　　験　　番　　号

000000000

1111111Ｈ11

22222222

3333333

444444

5555Ｌ5

6 6666

77 7777

8

9

888

999

88

99

Ｐ

5

Ｋ

6

4

5

6

7

8

9             

生　年　月　日

000000

111111

22222

33333

4444

5555

66 66

777

9

8 8 8

99

年 号

年 月 日

大
正

昭
和

平
成

Ｈ

Ｔ

 
５  答案作成上の注意 

(１)  解答は、別に配付するマークシート（解答用紙）の該当欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆（ＨＢ

又はＢ）で濃く塗りつぶしてください。 

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。 

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。 

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。 

(２)  免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。 

(３)  この問題用紙に記入しても採点されません。 

６  合格点及び問題に対する配点   

(１)  各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。 

(２)  各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。  

マークシート（解答用紙）は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。 

 

受 験 番 号

（控 え） 

（今後の問い合わせなどに必要になります。） 

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。 



Ｇ－1

電気通信技術の基礎

(参考) 試験問題、図中の抵抗器の表記は、旧図記号を用いています。

また、トランジスタについても、旧図記号を用いています。

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) 図－１に示す回路において、端子ｂ－ｃ間に蓄えられる電荷は、 (ア） マイクロクーロ

ンである。 (５点)

① ２０ ② ４０ ③ ６０ ④ ８０ ⑤ １００

(２) 図－２に示す回路において、端子ａ－ｂ間の合成インピーダンスは、 (イ) オームであ

る。 (５点)

① ５ ② １０ ③ １５ ④ ２０ ⑤ ２５ ⑥ ３０

(３) 平行に置かれた２本の電線に、互いに反対方向に直流電流を流すと、電線間において相互に

(ウ) する電磁力が発生する。 (５点)

① 吸 引 ② 交 差 ③ 回 転 ④ 振 動 ⑤ 反 発

(４) 正弦波交流の流れる回路における皮相電力は､ ｢(電圧の (エ) )×(電流の (エ) )｣

で表される。 (５点)

① 力 率 ② 最大値 ③ 無効率 ④ 平均値 ⑤ 実効値

ｂａ

ＸＬ＝１２〔Ω〕 Ｒ＝６〔Ω〕

ＸＣ１＝６〔Ω〕

ＸＣ２ ＝１２〔Ω〕

図－２

Ｅ＝３０

Ｃ１＝１

図－１

Ｃ２＝２

Ｃ３＝２

Ｃ４＝４

ａ ｂ ｃ

μＦ

μＦ

μＦ

μＦ

Ｖ

新図記号 旧図記号
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＣメモリのうち、 (ア) は、書換え可能なメモリであるが、メモリセルの構造上、

電源ＯＮ時でも一定時間でデータが消失するため、データの消失前に一定時間ごとに再書き込

みを行う必要があることから一般に、揮発性メモリといわれる。 (４点)

① フラッシュメモリ ② ＳＲＡＭ ③ ＰＲＯＭ ④ ＤＲＡＭ

(２) 図－１に示すトランジスタ回路のＩＢ－ＶＢＥ特性、ＩＣ－ＩＢ特性及びＩＣ－ＶＣＥ特性が

それぞれ図－２～図－４で示されるとき、動作点を負荷線の中央に置くためには、ベースバイ

アス抵抗ＲＢを (イ) キロオームにする必要がある。 (４点)

① ９８ ② １９６ ③ ２９４ ④ ３９２

(３) トランジスタを用いた増幅回路における接地方式について述べた次の二つの記述は、

(ウ) 。 (４点)

Ａ ベース接地回路は、電流利得が１以下で、低入力インピーダンス、高出力インピーダンス

の回路であり、高周波増幅回路として用いられる。

Ｂ エミッタ接地回路は、電圧利得がほぼ１であるが、入力インピーダンスが大きく、出力イ

ンピーダンスが小さいため、インピーダンス変換回路として用いられる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(４) 接合形電界効果トランジスタは、半導体の中を移動する多数キャリアを、 (エ) 電極に

加えられる電界により制御する素子である。 (４点)

① ドレイン ② ソース ③ ゲート ④ ベース

(５) 光強度(明るさ)を電気信号に変換する受光デバイスは、 (オ) ダイオードといわれ、こ

れを利用したイメージセンサは携帯電話やデジタルカメラなどに用いられている。 (４点)

① 発 光 ② トンネル ③ ツェナー ④ ホト

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１の論理回路は、入力ａ及び入力ｂの論理レベルと出力ｃの論理レベルとの関係から、

(ア) の回路に置き換えることができる。 (５点)

(２) 図－２～図－５の論理回路において、入力ａ及び入力ｂの論理レベル(それぞれＡ及びＢ)と

出力ｃの論理レベル(Ｃ)との関係が、

Ｃ ＝ (Ａ＋Ｂ)･Ａ･Ｂ

の論理式で表すことができる論理回路は、 (イ) の回路である。 (５点)

① 図－２ ② 図－３ ③ 図－４ ④ 図－５

入力ａ

図－１

出力ｃ

入力ｂ

① ② ③ ④

図－３図－２

図－４
図－５

出力ｃ
入力ａ
入力ｂ

入力ａ

入力ｂ 出力ｃ 出力ｃ
入力ａ

入力ｂ

入力ａ

入力ｂ 出力ｃ
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(３) 次の論理関数Ｘは、ブール代数の公式等を利用して変形し、簡単にすると、 (ウ) にな

る。 (５点)

Ｘ ＝ (Ａ＋Ｂ)･(Ａ＋Ｃ)＋Ｃ･(Ａ＋Ｃ)

① Ａ＋Ｂ･Ｃ ② Ａ＋Ｂ ③ Ａ＋Ｃ ④ Ｂ＋Ｃ

(４) 図－６に示すベン図において、Ａ、Ｂ及びＣは、それぞれの円の内部を表すとき、塗りつぶ

した部分を示す論理式は、 (エ) である。 (５点)

① Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ② Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

③ Ａ･Ｂ･Ｃ＋Ａ･Ｂ･Ｃ ④ Ａ＋Ａ･Ｂ･Ｃ

ＣＢ

Ａ

図－６
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 図－１において、電気通信回線への入力電力が (ア) ミリワット、その伝送損失が１キ

ロメートル当たり０.５デシベルのとき、負荷抵抗Ｒで消費する電力は、８.０ミリワットであ

る。ただし、変成器は理想的なものとし、入出力各部のインピーダンスは整合しているものと

する。 (５点)

① １２ ② ２４ ③ ３２ ④ ３６ ⑤ ８０ ⑥ １２０

(２) 同軸ケーブルは、一般的に使用される周波数帯において信号の周波数が４倍になると、伝送

損失は、約 (イ) 倍になる。 (５点)

１ １① ② ③ ２ ④ ４４ ２

(３) 図－２に示すように、インピーダンスの異なるＺ１ 、Ｚ２ の線路を接続して信号を伝送した

とき、その接続点における電圧反射係数をｍとすると、電流反射係数は (ウ) で表される。

(５点)

① １＋ｍ ② １－ｍ ③ ｍ ④ －ｍ

(４) 伝送回路の入力と出力の信号電圧が比例関係にないために生ずる信号のひずみは、 (エ)

ひずみといわれる。 (５点)

① 群遅延 ② 同 期 ③ 波 形 ④ 非直線 ⑤ 位 相

３：２

発振器 電気通信回線

巻線比

変成器

Ｒ

２０kｍ

図－１

図－２

伝送方向 接続点

ｍ
電圧反射係数Ｚ１ Ｚ２
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第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 光ファイバ通信で用いられる光変調器に関する次の二つの記述は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 物質に電界を加え、この電界強度を変化させることにより、物質の屈折率を変化させ、光

信号の属性を変化させる電気光学効果を利用したものがある。

Ｂ 物質中を伝搬する超音波によって生ずる屈折率の粗密(回折格子)で光が回折され、光信号

の属性を変化させるポッケルス効果を利用したものがある。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＰＣＭ方式において、伝送されてきたパルス列を受信側で元の波形に復元するために、原理
１的には、量子化レベルまで再生した信号をサンプリング周波数の を遮断周波数とする２

(イ) フィルタに通せばよい。 (４点)

① 高 域 ② 低 域 ③ 帯域通過 ④ 帯域阻止

(３) デジタル信号の伝送について述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ アナログ信号をデジタル化して伝送する方式では、アナログ信号の連続量を離散的な値に

変換するときに生ずる誤差による雑音の発生は避けられない。

Ｂ ＷＤＭ方式は、各チャネル別にパルス信号の送出を時間的にずらして伝送することにより、

伝送路を多重利用するものである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) パルスの繰り返し周期が等しいＮ個のＰＣＭ信号を時分割多重方式により伝送するためには、

最小限、多重化後のパルスの繰り返し周期を元の周期の (エ) 倍になるように変換する必

要がある。 (４点)

１ Ｎ① ② ③ Ｎ ④ ２Ｎ
Ｎ ２

(５) ＬＡＮの伝送方式の一つである１０００ＢＡＳＥ－Ｘ方式のうち、１０００ＢＡＳＥ－ＳＸ

方式では、伝送媒体として、 (オ) が使用される。 (４点)

① ＵＴＰケーブル ② 同軸ケーブル

③ ＵＳＢケーブル ④ マルチモード光ファイバケーブル



Ｇ－7

端末設備の接続のための技術及び理論

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (小計２０点)

(１) ＰＨＳを用いた事業所用コードレスシステムの構内ＰＨＳ基地局と、コードレス内線電話機

(ＰＨＳ端末など)との無線伝送区間において、通信チャネルを分割する多元接続方式は、

(ア) といわれる。 (４点)

① ＣＤＭＡ ② ＦＤＭＡ ③ ＣＳＭＡ ④ ＴＤＭＡ ⑤ ＳＤＭＡ

(２) デジタル式ＰＢＸの空間スイッチでは、音声情報ビット列は多重化されたまま、 (イ)

の時間位置を変えないで、 (イ) 単位に時分割ゲートスイッチの開閉に従い、入ハイウェ

イから出ハイウェイへ乗り換える。 (４点)

① チャネル ② アクセス ③ タイムスロット

④ カウンタ ⑤ フレーム

(３) デジタル式ＰＢＸが有するサービス機能のうち、通話中の内線電話機でフッキングなどの所

定の操作をして通話中の呼を保留したとき、保留したその呼に、他の内線電話機から特殊番号

のダイヤルなどの所定の操作をすることにより応答できる機能は、 (ウ) といわれる。

(４点)

① コールウェイティング ② コールパーク ③ コールピックアップ

④ 内線リセットコール ⑤ シリーズコール

(４) ＩＳＤＮユーザ・網インタフェースにおけるデジタル回線終端装置について述べた次の二つ

の記述は (エ) 。 (４点)

Ａ 伝送路終端や給電など、物理的及び電気的に網を終端する機能を持つ。

Ｂ ＯＳＩ参照モデルのレイヤ２に等しい機能を持つ。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) 雷サージは、電源、外線及び内線からそれぞれ侵入するが、図に示す電子式ボタン電話装置

のスイッチングレギュレータ電源構成のブロック回路において、雷防護回路は、特に影響の大

きい (オ) の突入電流をアレスタを通して地中に逃がすための機能を持つ。 (４点)

① 縦サージ ② 横サージ ③ 電力波 ④ 誘電波 ⑤ 磁力波

直流回路へ

外線へ

雷防護回路
ノイズ
フィルタ

内線系
雷防護回路

局線系
雷防護回路

停電
検出回路

突入電流
防止回路

メイン
スイッチング
回路

ＡＣ
１００〔Ｖ〕

過電圧防護・
直流出力回路
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第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮにおけるチャネル構造などについて述べた次の二つの記述は、 (ア) 。(４点)

Ａ 一次群速度ユーザ・網インタフェースは、２４Ｂ＋Ｄと２３Ｂ／Ｄの二種類のチャネル構

成が可能であり、最大１,５３６キロビット／秒の情報伝送ができる。

Ｂ ＩＴＵ－Ｔ勧告で規定されている国際ＩＳＤＮの番号計画では、国番号は３桁以内、トー

タルの桁数は最大１５桁である。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、Ｂチャネルでは伝送できない信号に、

(イ) がある。 (４点)

① パケット交換のユーザ情報 ② パケット交換の制御信号

③ 回線交換のユーザ情報 ④ 回線交換の制御信号

⑤ パケット交換のユーザ情報及びその制御信号

(３) 図は、ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースのレイヤ１における、ＴＥからの起動手順

一例を示したものである。インタフェース上を伝送されるＩＮＦＯ ２の信号の構成は、 (ウ)

である。ただし、Ａはレイヤ１起動用ビット、Ｂ１はＢ１チャネル用ビット、Ｂ２はＢ２チャ

ネル用ビット、ＤはＤチャネル用ビット、ＥはＤエコーチャネル用ビットを示す。また、 ０

は、２進 ０ を表し、指定なき信号はそれぞれの符号則に従うものとする。 (４点)

① Ａ＝ ０ 、Ｂ１＝ ０ 、Ｂ２＝ ０ 、Ｄ＝ ０ 、Ｅ＝ ０

② Ａ＝ ０ 、Ｂ１＝ １ 、Ｂ２＝ １ 、Ｄ＝ １ 、Ｅ＝ １

③ Ａ＝ １ 、Ｂ１＝ ０ 、Ｂ２＝ ０ 、Ｄ＝ ０ 、Ｅ＝ ０

④ Ａ＝ １ 、Ｂ１＝ １ 、Ｂ２＝ １ 、Ｄ＝ １ 、Ｅ＝ １

(４) ＩＳＤＮのＤチャネルを用いてＩＳＤＮ端末相互間でパケット通信を行う場合、一般に、

パケット通信のプロトコルとして、レイヤ２では (エ) を、レイヤ３ではＸ.２５手順を

利用する。 (４点)

① Ｘ.２ ② Ｘ.２０ ③ Ｘ.７５ ④ ＬＡＰＢ ⑤ ＬＡＰＤ

上位機能 レイヤ１ レイヤ１ 上位機能

ＩＮＦＯ １

ＩＮＦ
Ｏ ２

ＩＮＦＯ ３

ＩＮＦ
Ｏ ４

Ｔ Ｅ Ｎ Ｔ

通 信 可

起動要求

起動通知
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(５) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、パケット交換モードによりＢチャネル上

でパケット通信を行うときは、始めに発信端末と網間でＤチャネルを用いてパケット通信に使

用するＢチャネルの設定を行う。続いて、 (オ) プロトコルを用いてＢチャネル上にデー

タリンクを設定する。 (４点)

① Ｘ.２１ ② Ｘ.２５ ③ ＬＡＰＤ ④ ＬＡＰＦ ⑤ ＬＡＰＭ

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 即時式完全線群と即時式不完全線群とを比較した場合、それぞれの入回線数、出回線数及び

加わる呼量が等しいとしたとき、一般に、呼損率は (ア) 。 (４点)

① 即時式完全線群の方が大きい ② 即時式不完全線群の方が大きい

③ 両者とも待ち合わせ率に比例する ④ 等しい

(２) アーランＢ式は、 (イ) のモデルにランダム呼が加わり、呼の回線保留時間分布が指数

分布に従い、かつ、損失呼は消滅するという前提に基づき、呼損率を確率的に導く式である。

(４点)

① 入線数有限、出線数有限 ② 入線数有限、出線数無限

③ 入線数無限、出線数有限 ④ 入線数無限、出線数無限

⑤ 入線数と出線数が同数

(３) 即時式完全線群のトラヒックについて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ ある回線群において、２０分間に運ばれた呼数が１２０呼、その平均回線保留時間が５０

秒であるとき、この回線群で運ばれた呼量は３００アーランである。

Ｂ 出回線数が７８回線の回線群において、運ばれた呼量が７２アーラン、呼損率が０.１で

あるとき、この回線群に加わった呼量は８０アーラン、出線能率は約９２パーセントである。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 他人のキャッシュカードの磁気記録情報を不正に読み取り、カードを偽造して使用する行為

は、一般に、 (エ) といわれる。 (４点)

① スニフィング ② トラッシング ③ フィッシング ④ スキミング

(５) 認証技術について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ パスワードによる認証には、固定パスワードやワンタイムパスワードなどを用いる方式が

ある。ワンタイムパスワードは、固定パスワードと比較して盗聴に対する防御力が小さい。

Ｂ 認証は、相手にその本人しか提示することができない何らかの情報を示させて、これを確

認することによって行う。その際の情報は、一般に、その種類によって、a知っていること、

b持っているもの、c身体的特徴などによるものに分類することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 加入者線路設備において、架空配線部分に用いられる平衡対メタリックケーブルの平衡対構

成方法のうち、４心の導体を正方形に配列し、共通の軸回りに一括して撚り合わせたものは、
よ

(ア) といわれる。 (４点)

① ユニット ② 星型カッド ③ ＤＭカッド ④ 対撚り ⑤ ＳＺ撚り
よ よ

(２) 電子式ボタン電話装置の主装置とボタン電話機間の室内の配線には、通常、ＰＶＣ屋内線な

どが使用されるが、美観や (イ) の軽減が要求される場合は、通信用フラットケーブルが

使用されている。 (４点)

① 伝送遅延 ② 線路伝送損失 ③ 漏 話 ④ 反 響 ⑤ 接地抵抗

(３) ボタン電話装置では、システムデータと電話機の操作によって、各種転送機能を実現してい

るため、システムデータの内容を十分確認した上で機能を確認する必要がある。転送機能とし

ては、保留操作を行った後、相手内線番号をダイヤルし、呼出音確認後オンフックする

(ウ) 転送機能などがある。 (４点)

① 口 頭 ② グループ ③ 不在着信 ④ ページング ⑤ 呼出状態

(４) デジタル式ＰＢＸの工事試験のうち、 (エ) の試験では、着信呼が、均等配分などの設

定されたルールに従って、受付オペレータなどへ自動的に配分されることを確認する。(４点)

① ＣＲＭ ② ＣＴＩ ③ ＡＣＤ ④ ＩＶＲ ⑤ ＤＩＤ

(５) ＰＢＸ工事後の確認試験について述べた次の二つの記述は、 (オ) 。 (４点)

Ａ ＰＢＸの工事試験のうち、ハンドオーバ(ハンドオフ)試験は、システム内に登録されてい

るコードレス電話機(子機)で移動しながら通信を行った場合、通信中の接続装置から最寄り

の接続装置の回線に切り替えながら通信が継続できることを確認する。

Ｂ ＰＢＸの工事試験のうち、ＩＶＲの試験は、外線からの電話に自動音声で応答すること及

び利用者がガイダンスどおりに接続先や情報案内などを選択し、プッシュボタンを操作する

ことにより、所定の動作を実施することを確認する。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から最も適したものを選び、

その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースにおいて、ポイント・ツー・マルチポイント配線構

成で短距離受動バスの配線を行う場合、高インピーダンス線路(１５０オーム)であればＮＴか

らの最大線路長は、 (ア) メートル程度である。 (４点)

① ５０ ② １００ ③ ２００ ④ ３００ ⑤ ５００
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(２) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースの構内配線の設計条件について述べた次の二つの記

述は、 (イ) 。 (４点)

Ａ ポイント・ツー・マルチポイント配線形態における延長受動バス配線は、バス配線１に対

して端末設備がｎ台接続され、かつ、バス配線にランダムに接続できる形態をいい、ＰＢＸ

などの配線接続に適用される。

Ｂ ポイント・ツー・マルチポイント配線形態における短距離受動バス配線では、バス配線１

に対して端末設備を最大８台接続することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) ＩＳＤＮ基本ユーザ・網インタフェースでのポイント・ツー・マルチポイント構成の配線に

ついて述べた次の二つの記述は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ バス配線ケーブルとＴＥの接続用ジャック間をスタブを介して取り付ける場合、２メート

ル以上で３メートル以下の範囲のスタブを用いることが規定されている。

Ｂ ＴＥとバス配線ケーブルの接続用ジャック間との配線では、１０メートル以下のＴＥ接続

コードを用いることが規定されている。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 工事の施工計画に関する手順の内容としてＡ～Ｄがあるとき、一般的な順序として、正しい

ものは、 (エ) である。 (４点)

Ａ 発注者との契約条件を理解し、現地調査を行う。

Ｂ 工程の詳細計画を立てる。

Ｃ 施工計画の基本方針を決める。

Ｄ 現場事務所や作業員詰所などの仮設備の計画を立てる。

① Ｃ→Ａ→Ｂ→Ｄ ② Ｃ→Ａ→Ｄ→Ｂ

③ Ａ→Ｃ→Ｄ→Ｂ ④ Ａ→Ｄ→Ｂ→Ｃ

(５) 施工管理のためのツールの一つとして、アローダイアグラムが使われることがあるが、図に

示すアローダイアグラムのイベント番号⑤における最早開始日は、 (オ) 日である。

(４点)

① ９ ② １１ ③ １２ ④ １３

４日

５日 ４日

３日 ４日 ８日

３日

５日1 2

3

4

5

6 7
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端末設備の接続に関する法規

第１問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢電気通信事業法｣及

び｢電気通信事業法施行規則｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 電気通信事業法の目的について述べた次の文章のうち、A、Bの下線部分は、 (ア) ｡

(４点)

電気通信事業法は、電気通信事業の公共性にかんがみ、その運営を適正かつ合理的なもの

とするとともに、そのA公正な競争を促進することにより、電気通信役務の円滑な提供を確

保するとともにそのB利用者の利益を保護し、もって電気通信の健全な発達及び国民の利便

の確保を図り、公共の福祉を増進することを目的とする。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(２) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (イ) である｡ (４点)

① 電気通信とは、有線、無線その他の電気的方式により、符号、音声又は画像を送り、

伝えること及びそれらの情報の処理を行うことをいう。

② 電気通信役務とは、電気通信設備を用いて他人の通信を媒介し、その他電気通信設

備を他人の通信の用に供することをいう。

③ 電気通信事業者とは、電気通信事業を営むことについて、電気通信事業法の規定に

よる総務大臣の登録を受けた者及び同法の規定による総務大臣に届出をした者をいう。

④ 基礎的電気通信役務とは、国民生活に不可欠であるためあまねく日本全国における

提供が確保されるべきものとして総務省令で定める電気通信役務をいう。

(３) 端末設備の接続の検査について述べた次の文章のうち、A、Bの下線部分は、 (ウ) ｡

(４点)

利用者は、電気通信事業法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されている

端末機器(同法の規定により端末機器技術基準適合認定の表示が付されていないものとみな

されたものを除く。)を接続する場合その他総務省令で定める場合を除き、電気通信事業者

の電気通信回線設備に端末設備を接続したときは、A当該電気通信事業者の検査を受け、そ

の接続が同法に規定する端末設備の接続のB技術基準に適合していると認められた後でなけ

れば、これを使用してはならない。これを変更したときも、同様とする。

① Aのみ正しい ② Bのみ正しい ③ AもBも正しい ④ AもBも正しくない

(４) 利用者は、端末設備又は自営電気通信設備を接続するときは、工事担任者資格者証の交付を

受けている者(以下｢工事担任者｣という。)に当該工事担任者資格者証の種類に応じ、これに係

る工事を行わせ、又は実地に (エ) させなければならない。ただし、総務省令で定める場

合は、この限りでない。 (４点)

① 接 続 ② 指 導 ③ 通 信 ④ 監 督
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(５) 電気通信事業法の規定により公共の利益のため緊急に行うことを要するその他の通信であっ

て総務省令で定めるものに、 (オ) において行われる国会議員又は地方公共団体の長若し

くはその議会の議員の選挙の執行又はその結果に関し、緊急を要する事項に関する通信がある。

(４点)

① 新聞社等の機関相互間 ② 選挙管理機関相互間 ③ 警察機関相互間

第２問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢工事担任者規則｣、

｢端末機器の技術基準適合認定等に関する規則｣及び｢有線電気通信法｣に規定する内容に照らして

最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 工事担任者の工事の範囲について述べた次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ ＡＩ第１種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備若しくは自営電気通信設備を接

続するための工事及び総合デジタル通信用設備に端末設備等を接続するための工事を行い、

又は監督することができる。

Ｂ ＡＩ第３種工事担任者は、アナログ伝送路設備に端末設備若しくは自営電気通信設備を接

続するための工事(端末設備に収容される電気通信回線の数が１のものに限る。)、及び総合

デジタル通信用設備に端末設備を接続するための工事であって、総合デジタル通信回線の数

が毎秒６４キロビット換算で１のものに限る工事を行い、又は監督することができる。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 技術基準適合認定を受けた端末機器について述べた次の文章のうち、正しいものは、

(イ) である。 (４点)

① 専用通信回線設備に接続される端末機器に表示される認定番号の最初の文字は、Ａ

である。

② 電話用設備に接続される端末機器に表示される認定番号の最初の文字は、Ｂである。

③ 総合デジタル通信用設備に接続される端末機器に表示される認定番号の最初の文字

は、Ｃである。

④ 無線呼出用設備に接続される端末機器に表示される認定番号の最初の文字は、Ｄで

ある。

(３) 工事担任者規則の規定により工事担任者資格者証の交付を受けた者は、端末設備等の接続に

関する知識及び技術の (ウ) 。 (４点)

① 健全な発達に寄与しなければならない

② 向上を図るように努めなければならない

③ 普及に寄与しなければならない

④ 円滑な提供に努めなければならない

(４) 有線電気通信設備の技術基準で確保すべき事項について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。

(４点)

Ａ 有線電気通信設備は、他人の設置する有線電気通信設備に妨害を与えないようにすること。

Ｂ 有線電気通信設備は、通信の秘密の確保に支障を与えないようにすること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない
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(５) 有線電気通信設備とは、有線電気通信を行うための機械、器具、 (オ) その他の電気的

設備(無線通信用の有線連絡線を含む。)をいう。 (４点)

① 装 置 ② 電 源 ③ 建築物 ④ 線 路

第３問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) 用語について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (ア) である。 (４点)

① 総合デジタル通信用設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備で

あって、主として６４キロビット毎秒を単位とするデジタル信号の伝送速度によ

り、符号、音声その他の音響又は影像を統合して伝送交換することを目的とする

電気通信役務の用に供するものをいう。

② 専用通信回線設備とは、電気通信事業の用に供する電気通信回線設備であって

専用通信回線設備又はデジタルデータ伝送用設備に接続されるものをいう。

③ アナログ電話用設備とは、電話用設備であって、端末設備又は自営電気通信設

備を接続する点においてアナログ信号を入出力とするものをいう。

(２) 責任の分界と安全性等について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 利用者の接続する端末設備は、事業用電気通信設備との責任の分界を明確にするため、事

業用電気通信設備との間に分界点を有しなければならない。

Ｂ 通話機能を有する端末設備は、通話中に受話器から過大な音響衝撃が発生することを防止

する機能を備えなければならない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 制御チャネルとは、 (ウ) の間に設定され、主として制御信号の伝送に使用する通信路

をいう。 (４点)

① 無線呼出用設備と無線呼出端末 ② アナログ電話用設備とアナログ電話端末

③ 移動電話用設備と移動電話端末 ④ 専用通信回線設備と専用通信回線設備等端末

(４) 配線設備等の設置について述べた次の二つの文章は、 (エ) 。 (４点)

Ａ 配線設備等の電線相互間及び電線と大地間の絶縁抵抗は、直流２００ボルト以上の一の電

圧で測定した値で１メガオーム以上でなければならない。

Ｂ 配線設備等と強電流電線との関係については電気通信事業法に適合するものでなければな

らない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(５) アナログ電話端末の選択信号が押しボタンダイヤル信号である場合に適合しなければならな

い条件として規定されていないものは、 (オ) である。 (４点)

① 周 期 ② 信号送出時間 ③ 信号周波数偏差

④ ダイヤルパルスメーク率



Ｇ－15

第４問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢端末設備等規則｣

に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。 (小計２０点)

(１) アナログ電話端末は、発信に関する機能として自動的に選択信号を送出する場合にあっては、

(ア) から３秒以上経過後に選択信号の送出を開始するものでなければならない。ただし、

電気通信回線からの発信音又はこれに相当する可聴音を確認した後に選択信号を送出する場

合にあっては、この限りでない。 (４点)

① 交流回路を開いて ② 信号極性を反転して

③ 直流回路を開いて ④ 直流回路を閉じて

(２) 総合デジタル通信端末について述べた次の二つの文章は、 (イ) 。 (４点)

Ａ 総合デジタル通信端末は、総務大臣が別に告示する電気的条件及び光学的条件のいずれ

かの条件に適合するものでなければならない。

Ｂ 総合デジタル通信端末は、電気通信回線に対して交流の電圧を加えるものであってはな

らない。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(３) 移動電話端末は基本的機能として、応答を行う場合にあっては、 (ウ) する信号を送出

する機能を備えなければならない。 (４点)

① チャネルを確認 ② 応答を確認 ③ 応答を要求 ④ チャネルを要求

(４) アナログ電話端末の選択信号の条件について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(エ) である。 (４点)

① 押しボタンダイヤル信号にあっては、数字及び数字以外を表すダイヤル信号は

１２種類規定されている。

② ダイヤルパルスにあっては、２０パルス毎秒方式では、ダイヤルパルス速度は、

２０±１.６パルス毎秒以内、ミニマムポーズは、４５０ms以上でなければなら

ない。

③ 押しボタンダイヤル信号にあっては、ダイヤル番号の識別方法として｢１｣、

｢２｣、｢３｣の３つのダイヤル信号の場合、低群周波数は同じ周波数を使用し、高

群周波数は各々異なった周波数を使用する組み合わせで規定されている。

(５) 総合デジタル通信端末について述べた次の二つの文章は、 (オ) 。 (４点)

Ａ 自動再発信を行う場合(自動再発信の回数が１５回以内の場合を除く。)にあっては、その

回数は最初の発信から３分間に２回以内でなければならない。この場合において、最初の発

信から３分を超えて行われる発信は、別の発信とみなす。ただし、火災、盗難その他の非常

の場合にあっては、適用しない。

Ｂ 発信に際して相手の端末設備からの応答を自動的に確認する場合にあっては、電気通信回

線からの応答が確認できない場合呼設定メッセージ送出終了後２分以内に応答メッセージを

送出するものであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない



Ｇ－16

第５問 次の各文章の 内に、それぞれの の解答群の中から、｢有線電気通信設備

令｣、｢有線電気通信設備令施行規則｣、｢不正アクセス行為の禁止等に関する法律｣及び｢電子署名

及び認証業務に関する法律｣に規定する内容に照らして最も適したものを選び、その番号を記せ。

(小計２０点)

(１) 次の二つの文章は、 (ア) 。 (４点)

Ａ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の平衡度は、１,０００ヘルツの交流に

おいて５８デシベル以上でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限り

でない。

Ｂ 通信回線(導体が光ファイバであるものを除く。)の電力は、絶対レベルで表わした値で、

その周波数が音声周波であるときは、プラス１０デシベル以下、高周波であるときは、プラ

ス２０デシベル以下でなければならない。ただし、総務省令で定める場合は、この限りでな

い。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(２) 用語について述べた次の文章のうち、正しいものは、 (イ) である。 (４点)

① 強電流絶縁電線とは、絶縁物及び保護物で被覆されている強電流電線をいう。

② 高圧とは、直流にあっては６００ボルトを、交流にあっては５５０ボルトを超え、

１０,０００ボルト以下の電圧をいう。

③ 高周波とは、周波数が２００ヘルツを超え、３,５００ヘルツ以下の電磁波をいう。

④ 低周波とは、周波数が２００ヘルツ以下の電磁波をいう。

(３) 架空電線の高さについて述べた次の二つの文章は、 (ウ) 。 (４点)

Ａ 架空電線が横断歩道橋の上にあるときは、その路面から３メートル以上であること。

Ｂ 架空電線が河川を横断するときは、舟行に支障を及ぼすおそれがない高さであること。

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ ＡもＢも正しい ④ ＡもＢも正しくない

(４) 不正アクセス行為の禁止等に関する法律の規定において、アクセス制御機能を有する特定電

子計算機に電気通信回線を通じて当該アクセス制御機能に係る他人の識別符号を入力して当該

特定電子計算機を作動させ、当該アクセス制御機能により制限されている (エ) をし得る

状態にさせる行為(当該アクセス制御機能を付加したアクセス管理者がするもの及び当該アク

セス管理者又は当該識別符号に係る利用権者の承諾を得てするものを除く。)は、不正アクセ

ス行為に該当する行為である。 (４点)

① 個人情報 ② 特定利用 ③ 事例分析 ④ 情報制御

(５) 電子署名及び認証業務に関する法律は、電子署名に関し、電磁的記録の (オ) 、特定認

証業務に関する認定の制度その他必要な事項を定めることにより、電子署名の円滑な利用の確

保による情報の電磁的方式による流通及び情報処理の促進を図り、もって国民生活の向上及び

国民経済の健全な発展に寄与することを目的とする。 (４点)

① 真正な成立の推定 ② 正規な基準の普及 ③ 正当な利用の推進


